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地 震 ■地震発生時からの行動をイメージ

■事前に何ができるかを考える
チェック！

緊急車
両優先

地 震 直 後 の 行 動 そ の 後 の 行 動 　 　

揺れが収まってから行動 むやみに動かない常に余震に注意
注  意 注  意 注  意

メモ

身の安全を確保する時期

地 震 発 生時のタイムライン

緊急地震速報

地震発生

ティ
ロンティロン

ティロン

テレビ・ラジオ 携帯電話

推定震度
４以上で
お知らせ

×ドアロック

飛び出さない

パニック注意

キーはそのまま

EXIT

EXIT

炎が天井に届くほど燃え広がった場
合は避難し、消防署（119）に通報する

建物が傾くと、出口が開かなくなり
閉じ込められる可能性がある
火災が起こると命に係わるおそれもある

すぐに取り出せる場所に置く
自宅に被害がなく、周辺地
域に火災の危険性がない
場合でも、より強い余震が
発生する可能性があるため、
耐震性が確保されている
避難所などへ避難する

□軍手または皮手袋

□ 非常持出袋

□マスク

□安全靴または底の堅い靴

□長袖、長ズボン

□ヘルメットまたは
　                 防災ずきん

□安否情報を残す □戸締りをする

□エレベーターは使用しない
□ブレーカーを
　 落とす

□ガスの元栓を
　 しめる

CLOSE

二次災害に十分注意し
て作業する
※ロープ、スコップ、バール
やハンマー、のこぎり、車
のジャッキがあると便利

ガス漏れ・漏電に注意！

ROCK

釘・ガラス片に注意！
サンダルは避ける

わが家の避難場所
地震時の

指定緊急避難場所指定緊急避難場所

指定避難所指定避難所

注  意

身近にあるもので頭を保護し、
倒れてくるものなどから身を守る

緩やかに減速し
道路左側に
寄せて停車！

あわてて外へ
飛び出さない！ 

窓ガラス・
看板等の
落下物に注意！

頭を保護し、
丈夫な机の下
などに隠れる！

人の集まる
場所では出口に
殺到しない！

▶火を使用している場合は、あわて
　 ずに火の始末 

▶単身の高齢者や要配
　 慮者のいる世帯には
　 積極的に声掛けを

▶建物や家具の下敷きに
　 なった人がいた場合は
　 周囲と協力して救出

▶けが人がいた場合は
　 応急手当を

▶火災が発生していたら
　 協力し消火活動

▶窓や戸・玄関を開ける

火元を確認！

▶出火したら、落ち着いて初期消火

逃げ道の確保！

□なるべく徒歩で避難

□垂れ下がった電線に
 　触らない

□忘れ物などを取りに
　 帰らない

屋外告知放送

塀・自動販売機
から離れる！

▶靴または底の厚い
 　スリッパを履く

▶事前に集合場所・役割
　 分担を決めておく

靴・スリッパを履き、
非常持出袋を用意！

隣近所の安否確認！

正しい情報を収集！

▶テレビ・ラジオ・行政
　 などから正確な情報
　 を得る

協力して救出・救護！

▶直接被害がなくても
　 隣近所で火災などの
　 リスクの有無を確認

周囲の状況を確認！

▶家屋の倒壊や火災等で
　 自宅にいられなくなった
　 場合、できるだけ集団で
 　避難所へ

声をかけ合って避難！

家族の安否確認！

▶非常持出袋を用意

▶安否確認（災害用伝言
　 ダイヤル171等の利用）

非常持出袋 重さの目安

災害時は、間違った情報
や根拠のないうわさが
広がりやすくなる
ので、自分で正し
い情報を得る

「災害デマ」に注意！

余震に注意！

閉じ込めに注意！

燃え広がりに注意！
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成人
男性

成人
女性

避難時は動きやすい服装で危険から身を
まもろう！

一人ひとりの

状況に応じ
た

安全行動を
！！

糸魚川-静岡構造線
断層帯の地震のよう
に 震 源 地 が 近 い 場

合は、緊急地震速報が間に
合わないこともあります。
地震の揺れを感じたら、まず、
身の安全の確保を！
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防災 P11

防災 P11

防災 P10

非常持出品 裏表紙

非常持出品 裏表紙

マップ P12～

チェック□ 避難時の注意点
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